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「
祝
の
歌
」
─
『
和
漢
朗
詠
集
』
よ
り
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本
作
は
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
「
祝
」
よ
り
、
漢
詩
二
句
と
、
和
歌
一
首
を
、

そ
れ
ぞ
れ
慶
事
の
意
味
に
合
わ
せ
、
金
銀
の
扇
面
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
、
国
風
文
化
の
流
れ
を
受
け
て
、
一
〇
一
七
〜
二
一
年

頃
に
、
文
学
作
品
と
し
て
秀
逸
な
漢
詩
や
和
歌
を
、
内
容
ご
と
に
整
理
、
編
纂

さ
れ
た
も
の
で
、
詩
会
そ
の
他
、
公
私
の
様
々
な
場
面
で
朗
詠
さ
れ
た
も
の
が

書
か
れ
て
い
る
。

　

現
存
す
る
零
本
や
断
簡
も
多
く
、
仮
名
古
筆
の
学
書
に
も
、
伝
藤
原
行
成
筆

御
物
粘
葉
本
、
伝
藤
原
行
成
筆
御
物
雲
紙
巻
子
本
、
伝
藤
原
公
任
筆
御
物
巻
子

本
、
藤
原
伊
行
筆
葦
手
下
絵
巻
子
本
な
ど
、
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
日
、
書
の
一
つ
の
分
野
で
あ
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書
が
着
目
さ
れ
、
新

傾
向
の
書
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
進
展
が
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
必
要
と

さ
れ
て
い
る
「
読
め
る
書
」
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
漢
字
と
仮
名
が
見

事
に
融
合
さ
れ
た
こ
れ
ら
は
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
書
の
原
点
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
に
見
る
漢
字
部
分
に
つ
い
て
は
、
お
し
な
べ
て
行
成
以
降
に

完
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
る
和
様
の
漢
字
の
特
質
の
、
あ
る
種
の
脆
弱
さ
を
感
じ

る
。

　

そ
こ
で
、
私
は
、
今
回
、
金
扇
面
の
漢
詩
に
は
、
仮
名
の
祖
先
と
も
い
え
る

王
羲
之
、
ま
た
羲
之
の
流
れ
を
汲
む
東
晋
か
ら
唐
時
代
の
行
書
の
雰
囲
気
を
作

品
に
取
り
入
れ
、
ま
た
銀
扇
面
の
和
歌
は
、
そ
の
草
書
的
な
味
わ
い
を
含
む
草

の
仮
名
を
多
用
し
て
、
こ
れ
ら
の
調
和
を
試
み
た
。

　

今
後
も
、
漢
字
古
典
、
仮
名
古
筆
を
礎
に
し
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
を
も
と

め
つ
つ
、
現
代
に
生
き
る
漢
字
仮
名
交
じ
り
書
へ
の
発
展
性
も
見
据
え
、
ひ
い

て
は
、
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
私
な
り
の
「
日
本
の
書
」
を
追
求
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。
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君
は
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八
千
代
に
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ざ
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石
の
巌
と
な
り
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苔
の
む
す
ま
で

本
画
像
で
は
切
り
抜
き
し
ま
す




